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山
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県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
古
　
　
屋
　
　
忠
　
　
彦

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
中
「
高
速
自
動
車
国
道
中
央
自
動
車
道
」
の
下
に
「
、
高
速
自
動
車
国
道
中
部
横
断
自

動
車
道
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
百
二
条
第
三
項
又
は
第
百
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
時
適
性
検
査
の
通
知
は
臨
時

適
性
検
査
通
知
書
（
別
記
様
式
第
十
一
）
又
は
臨
時
適
性
検
査
通
知
書
（
仮
運
転
免
許
）（
別
記
様

式
第
十
一
の
二
）
に
よ
っ
て
行
い
、
法
第
九
十
条
第
六
項
又
は
法
第
百
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

適
性
検
査
の
受
検
命
令
又
は
診
断
書
の
提
出
命
令
は
適
性
検
査
受
検
命
令
書
（
別
記
様
式
第
十
一
の

三
）
又
は
診
断
書
提
出
命
令
書
（
別
記
様
式
第
十
一
の
四
）
に
よ
っ
て
行
う
。

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
施
行
規
則
第
二
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
病
気
に
係
る
臨
時
適
性
検
査
は
、
必
要
に
よ
り
当

該
病
気
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
る
医
師
に
依
頼
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。
な
お
、
前
記
検
査
を
依
頼
す
る
際
の
医
師
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
十
五
条
の
七
第
四
号
を
削
る
。

第
十
五
条
の
八
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
運
転
習
熟
指
導
員
養
成
教
養
を
受
講
し
た
者
は
、
同
教
養
を
受
講
し
た
こ
と
を
証
す
る

書
面
を
申
請
書
に
添
付
し
て
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
査
を
免
除
す
る
も
の
と
す

る
。

第
十
七
条
見
出
し
中
「
教
習
所
職
員
講
習
」
を
「
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
」
に
改
め
、
同
条

中
「
第
三
十
八
条
第
九
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
十
項
」
に
、「「
教
習
所
職
員
講
習
」」
を
「「
指
定

自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
」」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
公
安
委
員
会
は
、
指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
を
終
了
し
た
者
に
対
し
、
指
定
自
動
車
教
習
所

職
員
講
習
終
了
証
明
書
（
別
記
様
式
第
十
四
の
三
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
の
五
中
「
第
八
十
九
条
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
届
出
自
動
車
教
習
所
教
習

受
講
証
明
書
」
を
「
届
出
自
動
車
教
習
所
在
所
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
七
を
第
十
七
条
の
八
と
し
、
第
十
七
条
の
六
を
第
十
七
条
の
七
と
し
、
第
十
七
条
の
五

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
技
能
検
査
申
請
時
に
お
け
る
添
付
書
類
）

第
十
七
条
の
六

法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、技
能
の
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

技
能
検
査
申
請
書
に
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
届
出
自
動
車
教
習
所
在
所
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
八
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
更
新
の
申
請
の
特
例
）

第
十
七
条
の
九

第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、法
第
九
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
優
良
運
転
者
は
、

法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
有
効
期
限
が
満
了
す
る
日
の
直
前
の
誕
生
日
ま
で

に
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
以
外
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
経
由
地
公

安
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
経
由
し
て
運
転
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
を
経
由
し
て
運
転
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
者

は
、
交
通
部
運
転
免
許
課
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
転
免
許
証
の
更
新
の
申
請
時
に
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
又

は
再
交
付
申
請
を
併
せ
て
行
お
う
と
す
る
者
は
、
経
由
地
公
安
委
員
会
に
更
新
の
申
請
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

（
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
申
請
）

第
十
七
条
の
十

法
第
百
四
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書
（
別
記
様
式
第
十
四
の

四
）
の
交
付
の
申
請
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
（
別
記
様
式
第
十
四
の
五
）
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
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外
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三
十
一
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平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

定
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む
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講
習
の
種
類

講
　
　
　
習
　
　
　
対
　
　
　
象
　
　
　
者

講
習
時
間

優
良
運
転
者
講
習

法
第
九
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
優
良
運
転
者

三
十
分

一
般
運
転
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
が
五
年
以
上
で
、
令
で
定
め
る
期
間
内

一
時
間

（
起
算
日
か
ら
五
年
以
内
）
に
軽
微
な
違
反
行
為
を
一
回
の
み

し
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
若

し
く
は
道
路
外
致
死
傷
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

違
反
運
転
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
に
関
係
な
く
、
令
で
定
め
る
期
間
内（

二
時
間

起
算
日
か
ら
五
年
以
内
）
に
軽
微
な
違
反
行
為
を
二
回
以
上
し

た
こ
と
が
あ
り
、
又
は
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
若
し
く

は
道
路
外
致
死
傷
を
し
た
こ
と
が
あ
る
者

初
回
更
新
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
が
五
年
未
満
で
、
令
で
定
め
る
期
間
内

二
時
間

（
起
算
日
か
ら
五
年
以
内
）
に
軽
微
な
違
反
行
為
が
一
回
以
下

で
あ
り
、
か
つ
、
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
若
し
く
は
道

路
外
致
死
傷
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

第
十
八
条
第
二
項
中
「
一
般
運
転
者
講
習
」
の
下
に
「
、
違
反
運
転
者
講
習
及
び
初
回
更
新
者
講
習
」

を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
十
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同

項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
小
型
特
殊
自
動
車
免
許
の
み
を
保
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
講
習
科
目
中
運
転
適
性
に

つ
い
て
の
診
断
と
指
導
②
を
除
く
二
時
間
の
講
習
と
す
る
。

第
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
別
記
様
式
第
十
四
の
三
」
を
「
別
記
様
式
第
十
四
の
六
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
別
記
様
式
第
十
四
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第
十
四
の
七
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

二
条
を
加
え
る
。

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
の
手
続
等
）

第
十
八
条
の
二
の
二

法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
の
う
ち
、
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず

る
身
体
の
機
能
の
低
下
が
自
動
車
の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
確

認
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
も
の
（
以
下
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
」
と
い
う
。）
の
実
施

の
基
準
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
実
施
基
準
（
別
表
第
四
の
二
の
二
）
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
受
講
申
請
書
（
別
記
様
式
第
十

四
の
八
）
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
受
講
結
果
確

認
書
（
別
記
様
式
第
十
四
の
九
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
の
手
続
等
）

第
十
八
条
の
二
の
三

令
第
三
十
七
条
の
六
の
二
に
規
定
す
る
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
講
習
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
以
下
「
特
定
任
意
高
齢
者
講

習
」
と
い
う
。）
の
講
習
内
容
は
、
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
の
講
習
科
目
（
別
表
第
四
の
二
の
三
）

の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
受
講
申
請
書
（
別
記

様
式
第
十
四
の
十
）
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
を
終
了
し
た
者
に
対
し
て
、
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
終

了
証
明
書
（
別
記
様
式
第
十
四
の
十
一
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
普
通
自
動
車
免
許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自
転
車
免
許
」
を
「
普
通
免
許
、
大
型
二
輪
免
許
、
普
通
二
輪

免
許
、
原
付
免
許
、
大
型
第
二
種
免
許
又
は
普
通
第
二
種
免
許
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
応
急
救

護
処
置
講
習
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同

項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
大
型
第
二
種
免
許
及
び
普
通
第
二
種
免
許
に
係

る
講
習
（
以
下
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）」
と
い
う
。）
は
、
六
時
間
と
す
る
。

六
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
八
の
二
号
に
規
定
す
る
講
習
（
以
下
「
旅
客
車
講
習
」
と
い
う
。）

は
、
六
時
間
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
第
二
項
第
四
号
中
「
応
急
救
護
処
置
講
習
受
講
申
請
書
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習

（
一
）
受
講
申
請
書
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
四
」
を
「
別
記
様
式
第

十
五
の
二
の
六
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
受
講
申
請
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
四

六
　
旅
客
車
講
習
受
講
申
請
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
五

第
十
八
条
の
三
第
三
項
第
四
号
中
「
応
急
救
護
処
置
講
習
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
別
表
第
四
の
七
」
を
「
別
表
第
四
の
八
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と

し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
の
講
習
科
目
及
び
時
間
割
等
に
関
す
る
基
準
　
別
表
第
四
の
六
の

二
六
　
大
型
旅
客
車
及
び
普
通
旅
客
車
講
習
の
講
習
科
目
、
時
間
割
等
に
関
す
る
基
準
　
別
表
第
四
の

七
第
十
八
条
の
三
第
五
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
応
急
救
護
処
置
講
習
」
を
「
、
応
急
救
護
処

置
講
習
（
一
）、
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）、
旅
客
車
講
習
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
応
急
救

護
処
置
講
習
終
了
証
明
書
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
終
了
証
明
書
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号

中
「
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
五
」
を
「
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
八
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八

号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五
　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
終
了
証
明
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
五

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二



六
　
大
型
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
六

七
　
普
通
旅
客
車
講
習
終
了
証
明
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
七

第
十
八
条
の
五
第
一
項
第
四
号
中
「
応
急
救
護
処
置
講
習
を
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
を
」

に
、「
応
急
救
護
処
置
講
習
指
導
員
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
一
）
指
導
員
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
を
行
う
指
導
員
（
以
下
「
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
指
導
員
」

と
い
う
。）

一
定
の
水
準
を
満
た
し
た
第
二
種
免
許
に
係
る
応
急
救
護
処
置
指
導
者
養
成
の
た
め
の
講
習

（
以
下
「
養
成
講
習
」
と
い
う
。）
を
受
け
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
公
安
委
員
会
が
応
急

救
護
処
置
の
指
導
に
関
し
、
養
成
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と

認
め
る
者

六
　
旅
客
車
講
習
を
行
う
指
導
員
（
以
下
「
旅
客
車
講
習
指
導
員
」
と
い
う
。）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
動
車
に
係
る
第
二
種
免
許
の
教
習
指
導
員

資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

第
十
八
条
の
六
第
二
項
第
四
号
中
「
応
急
救
護
処
置
講
習
指
導
員
認
定
申
請
書
」
を
「
応
急
救
護
処

置
講
習
（
一
）
指
導
員
認
定
申
請
書
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
五
」
を

「
別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二

号
を
加
え
る
。

五
　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
指
導
員
認
定
申
請
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
五

六
　
旅
客
車
講
習
指
導
員
認
定
申
請
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
六

第
十
八
条
の
六
第
三
項
第
四
号
中
「
応
急
救
護
処
置
講
習
指
導
員
認
定
書
」
を
「
応
急
救
護
処
置
講

習
（
一
）
指
導
員
認
定
書
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
五
」
を
「
別
記
様

式
第
十
五
の
五
の
八
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え

る
。五

　
応
急
救
護
処
置
講
習
（
二
）
指
導
員
認
定
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
五

六
　
大
型
旅
客
車
講
習
指
導
員
認
定
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
六

七
　
普
通
旅
客
車
講
習
指
導
員
認
定
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
七

第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
八
条
の
四
」
を
「
第
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次

の
二
条
を
加
え
る
。

（
技
能
試
験
の
自
動
車
の
指
定
）

第
十
九
条
の
二

施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
試
験
に
使
用
す
る
自
動
車
の
指

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
公
安
委
員
会
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
申
請
書
に
は
、
指
定
に
係
る
自
動
車
の
諸
元
が
確
認
で
き
る
自
動
車
検
査
証
の
写
し
等
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
安
委
員
会
は
、
申
請
に
基
づ
き
指
定
し
た
と
き
は
、
指
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
書
の
再
交
付
及
び
返
納
）

第
十
九
条
の
三

前
条
の
規
定
に
よ
り
技
能
試
験
に
使
用
す
る
自
動
車
の
指
定
を
受
け
た
者
は
、
指
定

書
を
亡
失
し
、
滅
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
公
安
委
員
会
に
指
定
書
の

再
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
自
動
車
を
廃
車
し
、
譲
渡
し
、
又
は
盗
難
等
に
よ
り
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
公
安
委
員
会
に
指
定
書
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
届
出
自
動
車
教
習
所
教
習
受
講
証
明
書
」
を
「
届
出
自
動

車
教
習
所
在
所
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
自
動
車
に
」
を
「
運
転
免
許
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
九
十
九
条
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
ア
中
「
二
十
五
歳
」
を
「
二
十
四
歳
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
そ
の
者
が
従
事
す
る
技
能
教
習
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
及
び

第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
第
二
種
免
許
を
受
け
た
後
の
当
該
自
動
車
の
運
転
経
歴
期
間

が
三
年
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
表
中
「
け
ん
引
自
動
車
」
を
「
牽け
ん

引
自
動
車
」
に
改
め
、
同
項
第
五

号
中
「
第
三
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
四
条

「

乗
車
定
員
三
十
　
八
・
二
〇
メ

人
以
上
の
バ
ス
　
ー
ト
ル
以
上

型
の
大
型
自
動
　
九
・
三
〇
メ

車
　
　
　
　
　
　
ー
ト
ル
以
下

第
五
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
の
表
中

乗
車
定
員
五
人
　
四
・
四
〇
メ

以
上
の
普
通
自
　
ー
ト
ル
以
上

動
車
　
　
　
　
　
四
・
九
〇
メ

ー
ト
ル
以
下

「

二
・
四
〇
メ
　
四
・
二
〇
メ
　
　
　
　
　
乗
車
定
員
三
十
　
十
メ
ー
ト
ル
　
二
・
四
メ
ー
　
五
・
一
五

ー
ト
ル
以
上
　
ー
ト
ル
以
上
　
　
　
　
　
人
以
上
の
バ
ス
　
以
上
　
　
　
　
ト
ル
以
上
　
　
ー
ト
ル
以

二
・
五
〇
メ
　
四
・
四
〇
メ
　
　
　
　
　
型
の
大
型
自
動

ー
ト
ル
以
下
　
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
車
　
　
　
　
　
　
八
・
二
メ
ー
　
二
・
四
メ
ー
　
四
・
二
メ

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
以
上
　
　
ト
ル
以
上
　
　
ト
ル
以
上

一
・
六
九
メ
　
二
・
五
〇
メ

ー
ト
ル
以
上
　
ー
ト
ル
以
上
　
　
　
　
　
乗
車
定
員
五
人
　
四
・
四
メ
ー
　
一
・
六
九
メ
　
二
・
五
メ

一
・
八
〇
メ
　
二
・
八
〇
メ
　
　
　
　
　
以
上
の
普
通
自
　
ト
ル
以
上
　
　
ー
ト
ル
以
上
　
ト
ル
以
上

ー
ト
ル
以
下
　
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
動
車

」

メ上

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三



ー

に
、「
け
ん
引
さ
れ
」
を
「
牽け
ん

引
さ
れ
」
に
、「
け
ん
引
車
」
を
「
牽け
ん

引
車
」
に
、「
け
ん
引

ー

」

す
る
」
を
「
牽け
ん

引
す
る
」
に
、「
け
ん
引
し
」
を
「
牽け
ん

引
し
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「（
以
下
」
を
「（
平
成
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
。
以
下
」
に
改
め
、

同
条
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
一
条
各
号
」
に
、「
認
定
の
申
請
書
の
様
式
」
を
「
課
程
の
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
に
よ
り
申
請
を
行
う
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
指
導
員
名
簿
）

第
三
十
一
条

運
転
免
許
取
得
者
教
育
を
実
施
す
る
者
は
、
運
転
免
許
取
得
者
教
育
指
導
員
（
以
下
「
取

得
者
教
育
指
導
員
」
と
い
う
。）
と
し
て
従
事
す
る
者
を
運
転
免
許
取
得
者
教
育
指
導
員
名
簿
（
別

記
様
式
第
三
十
八
）
に
よ
り
公
安
委
員
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
取
得
者
教
育
規
則
第
九
条
に
規
定
す
る
名
簿
は
、
特
定
教
育
記
録
簿
（
別
記
様
式
第
四
十
一
）
と

す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四



別
表
第
四
及
び
別
表
第
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

七



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

八

別表第４の２（第18条の２関係）



別
表
第
四
の
二
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

九

別表第４の２の２（第18条の２の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
〇

別表第４の２の３（第18条の２の３関係）



別
表
第
四
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
一



別
表
第
四
の
六
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
二



別
表
第
四
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
三



別
表
第
四
の
七
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
四

別表第４の６（第18条の３関係）



別
表
第
五
か
ら
別
表
第
七
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
五



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
六

別表第６（第２２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
七

別表第７（第２２条関係）



別
記
様
式
第
二
及
び
別
記
様
式
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
八

別記様式第２（第３条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

一
九

別記様式第４（第５条関係）



別
記
様
式
第
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
〇

別記様式第11（第13条関係）



別
記
様
式
第
十
一
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
一

別記様式第11の２（第13条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
二

別記様式第11の３（第13条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
三

別記様式第11の４（第13条関係）



別
記
様
式
第
十
四
の
三
及
び
別
記
様
式
第
十
四
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
四

別記様式第14の３（第17条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
五

別記様式第14の４（第17条の10関係）



別
記
様
式
第
十
四
の
四
の
次
に
次
の
七
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
六

様式第14の５（第17条の10関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
七

別記様式第14の６（第18条の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
八

別記様式第14の７（第18条の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

二
九

別記様式第14の８（第18条の２の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
〇

別記様式第14の９（第18条の２の２関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
一

別記様式第14の10（第18条の２の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
二

別記様式第14の11（第18条の２の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
三
及
び
別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
三

別記様式第15の２の３（第18条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
四

別記様式第15の２の４（第18条の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
二
の
四
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
五

別記様式第15の２の５（第18条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
六

別記様式第15の２の６（第18条の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
四
及
び
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
七

別記様式第15の３の４（第18条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
八

別記様式第15の３の５（第18条の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
五
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

三
九

別記様式第15の３の６（第18条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
〇

別記様式第15の３の７（第18条の３関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
一

別記様式第15の３の８（第18条の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
四
及
び
別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
二

別記様式第15の４の４（第18条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
三

別記様式第15の４の５（第18条の６関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
四
の
五
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
四

別記様式第15の４の６（第18条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
五

別記様式第15の４の７（第18条の６関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
四
及
び
別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
六

別記様式第15の５の４（第18条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
七

別記様式第15の５の５（第18条の６関係）



別
記
様
式
第
十
五
の
五
の
五
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
八

別記様式第15の５の６（第18条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

四
九

別記様式第15の５の７（第18条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
〇

別記様式第15の５の８（第18条の６関係）



別
記
様
式
第
十
七
、
別
記
様
式
第
十
九
及
び
別
記
様
式
第
二
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
一

別記様式第17（第21条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
二

別記様式第19（第22条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
三

別記様式第21（第23条関係）



別
記
様
式
第
四
十
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
四

別記様式第41



附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
安
全
運
転
学
校
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

２
　
山
梨
県
安
全
運
転
学
校
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

講
習
の
種
類

講
　
　
　
　
習

対
　

象
　
　

者

優
良
運
転
者
講
習

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
二
条
の
二
に

規
定
す
る
優
良
運
転
者

一
般
運
転
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
が
五
年
以
上
で
、
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）
で
定
め

る
期
間
内
（
起
算
日
か
ら
五
年
以
内
）
に
軽
微
な
違
反
行
為
を
一
回
の

み
し
た
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
、
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
若
し
く

は
道
路
外
致
死
傷
を
し
た
こ
と
が
な
い
者

違
反
運
転
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
に
関
係
な
く
、
政
令
で
定
め
る
期
間
内
（
起
算

日
か
ら
五
年
以
内
）
に
違
反
行
為
（
軽
微
な
違
反
行
為
を
一
回
の
み
し

た
こ
と
が
あ
る
場
合
を
除
く
。）
又
は
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等

若
し
く
は
道
路
外
致
死
傷
を
し
た
こ
と
が
あ
る
者

初
回
更
新
者
講
習

運
転
免
許
の
継
続
期
間
が
五
年
未
満
で
、
政
令
で
定
め
る
期
間
内
（
起

算
日
か
ら
五
年
以
内
）
に
軽
微
な
違
反
行
為
が
一
回
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
同
期
間
内
に
重
大
違
反
唆
し
等
若
し
く
は
道
路
外
致
死
傷
を
し
た

こ
と
が
な
い
者

第
四
条
第
一
項
中
「
一
般
運
転
者
講
習
」
を
「
違
反
運
転
者
講
習
及
び
初
回
更
新
者
講
習
」
に
改

め
る
。

第
五
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

講
習
の
種
別

講

習

日

及

び

受

付

時

間

安
全
運
転
管
理
者
講
習

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

停
止
処
分
者
講
習

違
反
者
講
習

更
新
時
講
習

１
　
講
習
日

国
民
の
祝
日
（
国
民
の
祝
日
が
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
そ

の
翌
日
）、
年
末
年
始
の
休
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
日
と
す
る
。

た
だ
し
、
山
梨
県
安
全
運
転
学
校
都
留
分
校
に
お
け
る
日
曜
日

の
講
習
は
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
講
習
受
付
時
間

�

優
良
運
転
者
講
習

ア
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
二
十
分
ま
で

イ
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
二
十
分
ま
で

�

一
般
運
転
者
講
習

ア
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
二
十
分
ま
で

イ
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
二
十
分
ま
で

�

違
反
運
転
者
講
習

ア
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
十
分
ま
で

イ
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
時
四
十
分
ま
で

�

初
回
更
新
者
講
習

ア
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時
十
分
ま
で

イ
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
時
四
十
分
ま
で

３
　
講
習
時
間

�

優
良
運
転
者
講
習

三
十
分
（
随
時
実
施
）

�

一
般
運
転
者
講
習

ア
　
２
�
ア
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
前
十
時
四
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
四
十
分
ま
で

イ
　
２
�
イ
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
後
二
時
四
十
分
か
ら
午
後
三
時
四
十
分
ま
で

�

違
反
運
転
者
講
習

ア
　
２
�
ア
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

イ
　
２
�
イ
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

�

初
回
更
新
者
講
習

ア
　
２
�
ア
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

イ
　
２
�
イ
の
時
間
に
受
け
付
け
た
者

午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

４
　
出
張
講
習

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
優
良
運
転
者
等
講
習
」
を
「
優
良
運
転
者
及
び
一
般
運
転
者
講
習
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
一
般
運
転
者
講
習
」
を
「
違
反
運
転
者
講
習
及
び
初
回
更
新
者
講
習
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
八
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
古
　
　
屋
　
　
忠
　
　
彦

別
表
第
一
中

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
五



「

二
七
一

甲
府
市
和
戸
町
一
四
五
番
地
先
（
市

和
戸
南

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

道
甲
運
六
号
線
と
市
道
上
阿
原
和
戸

告
示
第
五
五
号

線
と
市
道
甲
運
五
号
線
と
の
十
字
路

交
差
点
）

」

を「

二
七
一

甲
府
市
和
戸
町
一
四
五
番
地
先
（
市

和
戸
南

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

道
甲
運
六
号
線
と
市
道
上
阿
原
和
戸

告
示
第
五
五
号

線
と
市
道
甲
運
五
号
線
と
の
十
字
路

交
差
点
）

二
七
二

甲
府
市
元
紺
屋
町
一
番
地
先
（
市
道

元
紺
屋
南

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

元
紺
屋
愛
宕
線
と
市
道
新
屋
本
通
り

告
示
第
二
八
号

線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「

三
三
三

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
一
、
六
九
二

新
居
南

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

番
地
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
（
都
市

告
示
第
五
五
号

計
画
道
路
田
富
町
敷
島
線
）
と
町
道

竜
王
田
中
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

を「

三
三
三

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
一
、
六
九
二

新
居
南

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

番
地
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
（
都
市

告
示
第
五
五
号

計
画
道
路
田
富
町
敷
島
線
）
と
町
道

竜
王
田
中
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

三
三
四

甲
府
市
幸
町
一
五
番
二
六
号
先
（
市

市
役
所
南
庁
舎
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

道
伊
勢
蓬
沢
線
と
市
道
精
華
学
館
西

北

告
示
第
二
八
号

通
り
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

三
三
五

甲
府
市
国
玉
町
三
三
番
地
の
一
先（

山
梨
学
院
大
南
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

国
道
四
一
一
号
と
市
道
酒
折
国
玉
一

告
示
第
二
八
号

号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

三
三
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
井
之
口
二
五
二
番

井
之
口
西

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

地
の
二
先
（
町
道
昭
和
玉
穂
線
と
町

告
示
第
二
八
号

道
三
、
二
七
〇
号
線
と
の
丁
字
路
交

差
点
）

三
三
七

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹
新
田
一
、
〇

神
明
神
社
前

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

六
三
番
地
一
先
（
町
道
富
竹
新
田
上

告
示
第
二
八
号

八
幡
線
と
町
道
伊
勢
河
原
線
と
町
道

新
田
常
光
寺
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

三
三
八

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九

玉
川
西

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

一
番
地
三
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
と

告
示
第
二
八
号

町
道
八
幡
新
田
玉
川
線
と
町
道
戸
田

道
下
月
林
線
と
町
道
月
林
川
除
外
線

と
の
六
差
路
交
差
点
）

三
三
九

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
七

竜
王
西
小
学
校
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

五
番
地
五
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
と

南

告
示
第
二
八
号

町
道
下
之
久
保
西
小
学
校
線
と
の
十

字
路
交
差
点
）

」

に
、

「

一
四
〇

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
山
寺
九
三
六
番
地

山
寺
南

平
成
一
四
年
四
月
四
日

の
一
先
（
県
道
県
民
の
森
公
園
線
と

告
示
第
一
八
号

町
道
櫛
形
五
号
線
と
町
道
櫛
形
三
一

号
線
と
が
交
わ
る
十
字
路
交
差
点
）

」

を「

一
四
〇

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
山
寺
九
三
六
番
地

山
寺
南

平
成
一
四
年
四
月
四
日

の
一
先
（
県
道
県
民
の
森
公
園
線
と

告
示
第
一
八
号

町
道
櫛
形
五
号
線
と
町
道
櫛
形
三
一

号
線
と
が
交
わ
る
十
字
路
交
差
点
）

一
四
一

中
巨
摩
郡
八
田
村
徳
永
一
、
四
〇
五

徳
永
南

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

番
地
先
（
県
道
若
草
双
葉
線
と
村
道

告
示
第
二
八
号

一
六
二
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

一
四
二

中
巨
摩
郡
八
田
村
上
高
砂
一
、
三
三

双
田
橋
南

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

四
番
地
先
（
県
道
若
草
双
葉
線
同
士

告
示
第
二
八
号

の
丁
字
路
交
差
点
）

一
四
三

中
巨
摩
郡
若
草
町
鏡
中
条
二
、
〇
二

若
草
ラ
ン
プ
南
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

五
番
地
先
（
県
道
若
草
双
葉
線
と
町

告
示
第
二
八
号

道
二
八
六
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
四
四

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
八
五

上
今
諏
訪
東

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

番
地
先
（
県
道
若
草
双
葉
線
と
町
道

告
示
第
二
八
号

今
諏
訪
三
一
号
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

」

に
、

「

八
一

北
巨
摩
郡
双
葉
町
竜
地
三
、
六
四
七

鳥
ヶ
池

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

番
地
先
（
町
道
大
屋
敷
横
町
線
と
町

告
示
第
五
五
号

道
登
美
団
地
大
屋
敷
線
と
の
丁
字
路

交
差
点
）

」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
六



を「

八
一

北
巨
摩
郡
双
葉
町
竜
地
三
、
六
四
七

鳥
ヶ
池

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

番
地
先
（
町
道
大
屋
敷
横
町
線
と
町

告
示
第
五
五
号

道
登
美
団
地
大
屋
敷
線
と
の
丁
字
路

交
差
点
）

八
二

北
巨
摩
郡
須
玉
町
若
神
子
一
、
七
二

岩
根
橋
東

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

二
番
地
先
（
国
道
一
四
一
号
と
町
道

告
示
第
二
八
号

若
神
子
境
之
沢
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

」

に
、

「

六
〇

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
八
、
二
四

石
堂
上

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

〇
番
地
の
二
、
四
九
三
先
（
村
道
大

告
示
第
五
五
号

泉
寺
畑
線
と
村
道
石
堂
第
二
号
線
と

の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「

六
〇

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
八
、
二
四

石
堂
上

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

〇
番
地
の
二
、
四
九
三
先
（
村
道
大

告
示
第
五
五
号

泉
寺
畑
線
と
村
道
石
堂
第
二
号
線
と

の
十
字
路
交
差
点
）

六
一

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
一
〇
、
〇
六
〇

大
平

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

番
地
先
（
県
道
高
根
富
士
見
線
同
士

告
示
第
二
八
号

の
丁
字
路
交
差
点
）

六
二

北
巨
摩
郡
高
根
町
箕
輪
三
六
一
番
地

総
合
グ
ラ
ン
ド
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

二
先
（
県
道
長
坂
高
根
線
と
八
ヶ
岳

入
口

告
示
第
二
八
号

広
域
農
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

六
三

北
巨
摩
郡
高
根
町
長
沢
二
、
八
〇
八

船
形
神
社
入
口
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

番
地
先
（
県
道
長
沢
小
淵
沢
線
と
八

告
示
第
二
八
号

ヶ
岳
広
域
農
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

六
四

北
巨
摩
郡
長
坂
町
渋
沢
九
九
五
番
地

渋
沢

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

先
（
町
道
富
岡
南
新
居
線
と
町
道
日

告
示
第
二
八
号

野
春
小
下
塚
川
公
民
館
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

」

に
、

「

一
二
九

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
、
〇
五
三
番

東
京
電
力
東

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

地
の
二
先
（
市
道
あ
ら
や
中
宿
線
と

告
示
第
五
五
号

市
道
吉
祥
寺
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

」

を「

一
二
九

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
、
〇
五
三
番

東
京
電
力
東

平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

地
の
二
先
（
市
道
あ
ら
や
中
宿
線
と

告
示
第
五
五
号

市
道
吉
祥
寺
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
三
〇

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
六
四
番
地
先

明
見
第
一
駐
在
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

（
市
道
明
見
東
通
り
線
と
市
道
大
明

所
前

告
示
第
二
八
号

見
下
の
水
線
と
市
道
大
明
見
忍
野
線

と
の
四
差
路
交
差
点
）

一
三
一

南
都
留
郡
勝
山
村
九
六
六
番
地
先（

勝
山
小
中
学
校
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

県
道
鳴
沢
河
口
湖
線
と
村
道
一
一
〇

入
口

告
示
第
二
八
号

号
線
と
村
道
七
二
号
線
と
の
十
字
路

交
差
点
）

」

に
、

「

二
六

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
七

上
野
原
役
場
東
平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

七
九
番
地
先
（
町
道
南
裏
線
と
町
道

告
示
第
五
五
号

田
町
寺
畑
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「

二
六

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
七

上
野
原
役
場
東
平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日

七
九
番
地
先
（
町
道
南
裏
線
と
町
道

告
示
第
五
五
号

田
町
寺
畑
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

二
七

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
二

富
士
見
ヶ
池

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

〇
〇
番
地
先
（
町
道
文
教
線
と
町
道

告
示
第
二
八
号

と
の
丁
字
路
交
差
点
）

二
八

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
一

町
立
病
院
前

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

六
三
番
地
先
（
町
道
文
教
線
単
路
）

告
示
第
二
八
号

二
九

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
六
一

牛
倉
神
社
東

平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

番
地
先
（
町
道
南
裏
線
と
町
道
新
町

告
示
第
二
八
号

関
山
島
田
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
四
中

「

一
五
九

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
字

車
　
両

車
両
進
行

長
坂
五
一
・
一
一
・

八
ヶ
岳

│
字
大
平
一
〇
、
〇
六
一

東
か
ら
西

一
〇

公
園
下

番
地
先
（
第
一
駐
車
場
入

へ

三
八
号

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
七



蔦
木
線

口
）
か
ら
東
方
へ
一
四
〇

終
　
　
日

（
八
ヶ

メ
ー
ト
ル
の
間

岳
公
園

有
料
道

路
）

」

を「

一
五
九

削
除

長
坂
平
成
一
四
年
五

月
三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
六
〇

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
字

車
　
両

車
両
進
行

長
坂
五
一
・
一
一
・

八
ヶ
岳

│
字
大
平
一
〇
、
〇
六
一

西
か
ら
東

一
〇

公
園
、

番
地
先
（
第
二
駐
車
場
入

へ

三
八
号

下
蔦
木

口
）
か
ら
西
方
へ
一
四
〇

終
　
　
日

線

メ
ー
ト
ル
の
間

（
八
ヶ

岳
公
園

有
料
道

路
）

」

を「

一
六
〇

削
除

長
坂
平
成
一
四
年
五

月
三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
五
四

町
道
富

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野

車
両（

車
両
進
行

上
野
平
成
一
四
年
四

士
見
ヶ

原
三
、
一
六
三
番
地
の
一

軽
車
両

東
か
ら
西

原

月
四
日

池
線

先
（
町
立
病
院
駐
車
場
北

を
除
く

へ
終
日

告
示
第
一
八
号

東
角
）
か
ら
北
都
留
郡
上

。）

野
原
町
上
野
原
三
、
一
六

三
番
地
の
一
先
（
町
立
病

院
駐
車
場
北
西
角
）
ま
で

（
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「

四
五
四

町
道
富

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野

車
両（

車
両
進
行

上
野
平
成
一
四
年
四

士
見
ヶ

原
三
、
一
六
三
番
地
の
一

軽
車
両

東
か
ら
西

原

月
四
日

池
線

先
（
町
立
病
院
駐
車
場
北

を
除
く

へ
終
日

告
示
第
一
八
号

東
角
）
か
ら
北
都
留
郡
上

。）

野
原
町
上
野
原
三
、
一
六

三
番
地
の
一
先
（
町
立
病

院
駐
車
場
北
西
角
）
ま
で

（
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

四
五
五

町
道
戸

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡

車
両（

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
五

田
道
下

三
、
八
九
一
番
地
三
先（

軽
車
両

南
か
ら
北

府

月
三
〇
日

月
林
線

Ｐ
Ｕ
Ｂ
ビ
ギ
ン
前
）
か
ら

を
除
く

へ
終
日

告
示
第
二
八
号

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡

。）

三
、
八
八
八
番
地
二
先
（

小
笠
原
方
前
）
ま
で
（
九

五
メ
ー
ト
ル
）

四
五
六

町
道
月

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
車
両（

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
五

林
川
除

五
三
六
番
地
先
（
ス
ー
パ

軽
車
両

北
か
ら
南

府

月
三
〇
日

外
線

ー
ア
オ
ヤ
マ
西
側
）
か
ら

を
除
く

へ
終
日

告
示
第
二
八
号

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
。）

五
四
七
番
地
五
先
（
大
桐

方
前
）
ま
で
（
一
二
五
メ

ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
五
中

「

七
一

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大

東
進
す

終
　
日

長
　
坂
五
二
・
二
・
四

八
ヶ
岳

字
ノ
字
大
平
一
〇
、
〇

る
車
両

五
号

高
原
下

六
一
番
地
先
（
管
理
事

久
保
線

務
所
）
南
側

」

を「

七
一

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

七
二

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大

西
進
す

終
　
日

長
　
坂
五
二
・
二
・
四

八
ヶ
岳

字
ノ
字
大
平
一
〇
、
〇

る
車
両

五
号

公
園
下

六
一
番
地
先
（
管
理
事

蔦
木
線

務
所
）
西
側

」

を「

七
二

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
八



告
示
第
二
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
六
中

「

一
〇
五

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大

東
進
す

終
　
日

長
　
坂
五
二
・
二
・
四

高
根
富

字
│
字
大
平
一
〇
、
〇

る
車
両

五
号

士
見
線

六
一
番
地
先
管
理
事
務

所
東
側

」

を「

一
〇
五

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「

二
八
四

市
　
道

甲
府
市
愛
宕
町
二
三
番
地
先
（
乙
黒

三

甲
府
四
九
・
四
・
一
一

元
紺
屋

二
郎
方
前
）
交
差
点

一
六
号

愛
宕
線

」

を「

二
八
四

市
道
元

甲
府
市
元
紺
屋
町
一
番
地
先
（
元
紺

二

甲
府
平
成
一
四
年
五
月

紺
屋
愛

屋
南
）
交
差
点

三
〇
日

宕
線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

五
〇
八

市
　
道

甲
府
市
幸
町
一
二
番
七
号
先
（
小
田

四

南
甲
四
九
・
四
・
一
一

伊
勢
蓬

切
製
材
前
）

府

一
六
号

沢
線

」

を「

五
〇
八

市
道
伊

甲
府
市
幸
町
一
五
番
二
六
号
先
（
市

四

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

勢
蓬
沢

役
所
南
庁
舎
北
）
交
差
点

府

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
五
七
八

市
　
道

富
士
吉
田
市
明
見
二
九
〇
番
地
先（

三

富
士
四
九
・
一
一
・
八

（
東
通

明
見
第
一
駐
在
所
前
）

吉
田
四
八
号

り
線
）

」

を「

一
、
五
七
八

市
道
明

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
六
四
番
地
先

四

富
士
平
成
一
四
年
五
月

見
東
通
（
明
見
第
一
駐
在
所
前
）
交
差
点

吉
田
三
〇
日

り
線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
六
〇
四

村
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
村
井
之
口
二
五
二
番

一

南
甲
五
六
・
七
・
二
八

地
の
一
先
（
鷹
野
知
治
所
有
畑
前
）

府

四
一
号

」

を「

二
、
六
〇
四

削
除

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

府

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

三
、
二
八
五

国
　
道

北
巨
摩
郡
須
玉
町
若
神
子
一
、
七
二

三

韮
崎
平
八
・
二
・
一
九

一
四
一

六
番
地
の
一
先

告
示

号

（
若
神
桜
入
口
交
差
点
）

第
八
号

」

を「

三
、
二
八
五

国
道
一

北
巨
摩
郡
須
玉
町
若
神
子
一
、
七
二

四

韮
崎
平
成
一
四
年
五
月

四
一
号

二
番
地
先
（
岩
根
橋
東
）
交
差
点

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

三
、
四
六
八

町
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹
新
田
一
、
〇

一

南
甲
六
三
・
六
・
二

富
竹
新

四
五
番
地
の
一
先
（
堀
口
水
平
方
西

府

第
一
五
号

田
上
八

側
）

幡
線

」

を「

三
、
四
六
八

町
道
富

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹
新
田
一
、
〇

一

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

竹
新
田

六
三
番
地
の
一
先
（
神
明
神
社
前
）

府

三
〇
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

五
九



上
八
幡

交
差
点

告
示
第
二
八
号

線

」

に
、

「

三
、
九
〇
〇

県
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
五
六
二

一

南
甲
平
六
・
一
・
一
三

敷
島
田

番
地
の
三
先
（
武
川
学
方
東
側
）

府

告
示

富
線

第
一
号

」

を「

三
、
九
〇
〇

県
道
敷

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九

四
、
南
甲
平
成
一
四
年
五
月

島
田
富

一
番
地
の
三
（
玉
川
西
）
交
差
点

府

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
〇
二
八

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
二
番
地
の
五

一

南
甲
平
七
・
五
・
二
五

先
（
交
差
点
）

府

告
示

第
二
八
号

」

を「

四
、
〇
二
八

町
道
昭

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
井
之
口
二
五
二
番

三

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

和
玉
穂

地
の
二
先
（
井
之
口
西
）
交
差
点

府

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
一
五
三

県
　
道

北
巨
摩
郡
高
根
町
村
山
東
割
二
、
〇

二

長
坂
平
八
・
九
・
九

長
坂
高

三
〇
番
地
先

告
示

根
線

（
清
水
英
昭
方
南
側
交
差
点
）

第
三
九
号

」

を「

四
、
一
五
三

県
道
長

北
巨
摩
郡
高
根
町
箕
輪
三
六
一
番
地

二

長
坂
平
成
一
四
年
五
月

坂
高
根

二
先
（
総
合
グ
ラ
ン
ド
入
口
）
交
差

三
〇
日

線

点

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
四
八
七

県
　
道

中
巨
摩
郡
八
田
村
徳
永
一
、
三
七
二

二

小
笠
平
一
一
・
二
・
一

若
草
双

番
地
先

原

五

葉
線

（
ゴ
ル
フ
練
習
場
北
東
角
交
差
点
）

告
示

第
一
〇
号

」

を「

四
、
四
八
七

県
道
若

中
巨
摩
郡
八
田
村
徳
永
一
、
四
〇
五

三

小
笠
平
成
一
四
年
五
月

草
双
葉

番
地
先
（
徳
永
南
）
交
差
点

原

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
五
一
七

県
　
道

中
巨
摩
郡
八
田
村
野
牛
島
一
、
四
一

一

小
笠
平
一
一
・
六
・
三

若
草
双

二
番
地
先

原

告
示

葉
線

（
現
道
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

第
二
五
号

」

を「

四
、
五
一
七

県
道
若

中
巨
摩
郡
八
田
村
上
高
砂
一
、
三
三

一

小
笠
平
成
一
四
年
五
月

草
双
葉

四
番
地
先
（
双
田
橋
南
）
交
差
点

原

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
七
〇
四

国
　
道

甲
府
市
国
玉
町
三
四
七
番
地
の
三
先

一

南
甲
平
成
一
二
年

四
一
一
（
塩
沢
あ
き
子
方
北
側
交
差
点
）

府

一
二
月
一
四
日

号

告
示

第
五
一
号

」

を「

四
、
七
〇
四

国
道
四

甲
府
市
国
玉
町
三
三
番
地
の
一
先（

一

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

一
一
号

山
梨
学
院
大
南
）
交
差
点

府

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
、
七
八
一

県
道
若

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
四
〇

四

小
笠
平
成
一
三
年
九
月

草
双
葉

番
地
先
（
日
本
通
運
㈱
甲
府
支
店
北

原

二
〇
日

線

東
角
交
差
点
）

告
示
第
三
八
号

」

を「

四
、
七
八
一

県
道
若

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
八
五

四

小
笠
平
成
一
四
年
五
月

草
双
葉

番
地
先
（
上
今
諏
訪
東
）
交
差
点

原

三
〇
日

線

告
示
第
二
八
号

」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
〇



に
、

「

四
、
八
六
七

町
道
本

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
三

一

上
野
平
成
一
四
年
四
月

町
奈
須

四
三
番
地
先
（
保
福
寺
別
院
東
側
）

原

二
五
日

部
丸
畑

告
示
第
二
二
号

線

」

を「

四
、
八
六
七

町
道
本

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
三

一

上
野
平
成
一
四
年
四
月

町
奈
須

四
三
番
地
先
（
保
福
寺
別
院
東
側
）

原

二
五
日

部
丸
畑

告
示
第
二
二
号

線

四
、
八
六
八

県
道
敷

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
七

三

南
甲
平
成
一
四
年
五
月

島
田
富

五
番
地
五
先
（
竜
王
西
小
学
校
南
）

府

三
〇
日

線

交
差
点

告
示
第
二
八
号

四
、
八
六
九

県
道
若

中
巨
摩
郡
若
草
町
鏡
中
条
二
、
〇
二

三

小
笠
平
成
一
四
年
五
月

草
双
葉

五
番
地
先
（
若
草
ラ
ン
プ
南
）
交
差

原

三
〇
日

線

点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
示
第
二
八
号

四
、
八
七
〇

県
道
高

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
一
〇
、
〇
六
〇

一

長
坂
平
成
一
四
年
五
月

根
富
士

番
地
先
（
大
平
）
交
差
点

三
〇
日

見
線

告
示
第
二
八
号

四
、
八
七
一

県
道
長

北
巨
摩
郡
高
根
町
長
沢
二
、
八
〇
八

四

長
坂
平
成
一
四
年
五
月

沢
小
淵

番
地
先
（
船
形
神
社
入
口
）
交
差
点

三
〇
日

沢
線

告
示
第
二
八
号

四
、
八
七
二

県
道
鳴

南
都
留
郡
勝
山
村
九
六
六
番
地
先（

一

富
士
平
成
一
四
年
五
月

沢
河
口

勝
山
小
中
学
校
入
口
）
交
差
点

吉
田
三
〇
日

湖
線

告
示
第
二
八
号

四
、
八
七
三

町
道
文

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
二

三

上
野
平
成
一
四
年
五
月

教
線

〇
〇
番
地
先
（
富
士
見
ヶ
池
）
交
差

原

三
〇
日

点

告
示
第
二
八
号

四
、
八
七
四

町
道
文

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
一

一

上
野
平
成
一
四
年
五
月

教
線

六
三
番
地
先
（
町
立
病
院
前
）

原

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「

七
三
六

県
　
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯

一
、
二
〇
〇

車
　
両

四
〇

南
甲
平
六
・
一

敷
島
田

喰
字
村
西
一
、
二
四

（
原
付

府

・
一
三

富
線

六
番
地
の
一
先
（
釜

・
け
ん

告
示

無
工
業
団
地
入
口
交

引
②
③

第
一
号

差
点
）
か
ら
中
巨
摩

を
除
く

郡
竜
王
町
玉
川
一
、

。）

五
六
二
番
地
の
三
先

（
町
道
八
幡
新
田
玉

川
線
と
の
交
差
点
）

ま
で

」

を「

七
三
六

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯

一
、
八
〇
〇

車
両（

五
〇

南
甲
平
成
一
四

島
田
富

喰
字
村
西
一
、
二
四

原
付
・

府

年
五
月
三

線

六
番
地
の
一
先
（
釜

け
ん
引

〇
日

無
工
業
団
地
入
口
交

②
③
を

告
示
第
二

差
点
）
か
ら
中
巨
摩

除
く
。

八
号

郡
竜
王
町
玉
川
三
、

）

六
六
八
番
地
先
（
竜

王
西
小
学
校
北
交
差

点
）
ま
で

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「

三
〇
九

市
　
道

甲
府
市
幸
町
一
三
番
一
四
号
先
（
早

南
甲
府
四
九
・
四
・
一
一

精
華
学

川
鉄
三
方
西
側
）

一
六
号

館
西
通

線

」

を「

三
〇
九

削
除

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

三
一
〇

市
　
道

甲
府
市
幸
町
一
五
番
二
六
号
先
（
加

南
甲
府
四
九
・
四
・
一
一

精
華
学

納
た
か
志
方
東
側
）

一
六
号

館
西
通

線

」

を「

三
一
〇

削
除

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
一



」

に
、

「

一
、
六
九
四

市
　
道

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
六
四
番
地
先

富
士
吉
五
〇
・
八
・
一
九

（
加
賀
美
商
店
）
北
側

田

二
九
号

」

を「

一
、
六
九
四

削
除

富
士
吉
平
成
一
四
年
五
月

田

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
六
九
五

市
　
道

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
九
一
番
地
先

富
士
吉
五
〇
・
八
・
一
九

（
宮
下
忠
重
方
）
南
側

田

二
九
号

」

を「

一
、
六
九
五

削
除

富
士
吉
平
成
一
四
年
五
月

田

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
〇
四

町
　
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
六
三

上
野
原
五
〇
・
八
・
一
九

番
地
先
（
中
島
工
務
店
）
南
側

二
九
号

」

を「

一
、
七
〇
四

削
除

上
野
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
〇
五

町
　
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
六
三

上
野
原
五
〇
・
八
・
一
九

番
地
先
（
清
水
菊
次
方
）
北
側

二
九
号

」

を「

一
、
七
〇
五

削
除

上
野
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
〇
六

町
　
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
六
一

上
野
原
五
〇
・
八
・
一
九

番
地
先
（
守
屋
藤
次
郎
方
）
西
側

二
九
号

」

を「

一
、
七
〇
六

削
除

上
野
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
〇
七

町
　
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
五
六
三

上
野
原
五
〇
・
八
・
一
九

番
地
先
（
加
藤
宗
徳
方
）
東
側

二
九
号

」

を「

一
、
七
〇
七

削
除

上
野
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
二
七

町
　
道

北
巨
摩
郡
長
坂
町
渋
沢
一
、
〇
〇
七

長
　
坂
五
〇
・
一
〇
・
六

三
四
号

番
地
の
二
一
先
（
跡
部
方
畑
）
東
側

三
三
号

線

」

を「

一
、
七
二
七

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
、
七
二
八

町
　
道

北
巨
摩
郡
長
坂
町
塚
川
五
〇
〇
番
地

長
　
坂
五
〇
・
一
〇
・
六

三
四
号

先
（
名
取
万
吉
方
）
西
側

三
三
号

線

」

を

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
二



「

一
、
七
二
八

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
一
四
二

村
　
道

南
都
留
郡
勝
山
村
九
六
九
番
地
先

富
士
吉
五
一
・
九
・
二
七

学
校
西
（
土
橋
富
雄
方
東
側
）

田

三
二
号

線

」

を「

二
、
一
四
二

削
除

富
士
吉
平
成
一
四
年
五
月

田

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
二
〇
九

市
　
道

甲
府
市
元
紺
屋
町
九
一
番
地
先
（
木

甲
　
府
五
一
・
一
一
・
一

大
泉
線

村
む
め
方
）
西
側

〇三
八
号

」

を「

二
、
二
〇
九

削
除

甲
府

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
三
六
三

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
字
│
字
大
平

長
　
坂
五
一
・
一
一
・
一

一
〇
、
〇
六
一
番
地
先
管
理
事
務
所

〇

南
側

三
八
号

〔
県
道
か
ら
県
道
八
ヶ
岳
公
園
下
蔦

木
線
（
八
ヶ
岳
公
園
有
料
道
路
）
に

出
る
車
両
〕

」

を「

二
、
三
六
三

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
三
六
四

町
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
字
│
字
大
平

長
　
坂
五
一
・
一
一
・
一

一
〇
、
〇
六
一
番
地
先
管
理
事
務
所

〇

西
側

三
八
号

」

を「

二
、
三
六
四

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

二
、
三
六
五

町
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
大
字
大
平
一
〇

長
　
坂
五
一
・
一
一
・
一

、
〇
六
一
番
地
先
管
理
事
務
所
東
側

〇三
八
号

」

を「

二
、
三
六
五

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
一
三
六

市
　
道

富
士
吉
田
市
大
明
見
二
八
七
番
地
の

富
士
吉
平
三
・
三
・
二
五

一
先
（
明
見
第
一
駐
在
所
西
側
）

田

九
号

」

を「

八
、
一
三
六

削
除

富
士
吉
平
成
一
四
年
五
月

田

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
四
七
〇

町
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
五
六
二

南
甲
府
平
六
・
一
・
一
三

番
地
の
三
先
（
武
川
学
方
東
側
）

告
示

第
一
号

」

を「

八
、
四
七
〇

削
除

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
三



告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
四
七
一

町
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
五
四
二

南
甲
府
平
六
・
一
・
一
三

番
地
の
三
先
（
中
込
修
方
所
有
地
東

告
示

側
）

第
一
号

」

を「

八
、
四
七
一

町
道
月

中
巨
摩
郡
竜
王
町
玉
川
一
、
五
三
六

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

林
川
除

番
地
先
（
ス
ー
パ
ー
ア
オ
ヤ
マ
西
側
）

三
〇
日

外
線

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
七
二
七

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
二
番
地
の
五

南
甲
府
平
七
・
五
・
二
五

先
（
秋
山
方
所
有
空
き
地
南
側
）

告
示

第
二
八
号

」

を「

八
、
七
二
七

削
除

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
九
五
三

広
域
営

北
巨
摩
郡
高
根
町
村
山
東
割
二
、
〇

長
　
坂
平
八
・
九
・
九

農
団
地

三
〇
番
地
先
（
清
水
英
昭
方
南
側
・

告
示

八
ヶ
岳

南
進
車
両
）

第
三
九
号

地
区
幹

線
一
号

線

」

を「

八
、
九
五
三

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

八
、
九
六
〇

広
域
営

北
巨
摩
郡
高
根
町
長
沢
二
、
七
七
二

長
　
坂
平
八
・
九
・
九

農
団
地

番
地
の
一
先
（
県
道
長
沢
高
根
線
と

告
示

八
ヶ
岳

の
交
差
点
南
側
・
北
進
車
両
）

第
三
九
号

地
区
幹

線
一
号

線

」

を「

八
、
九
六
〇

削
除

長
坂

平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

九
、
二
四
二

町
　
道

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
六
五

小
笠
原
平
一
〇
・
一
・
二

番
地
先
（
日
本
通
運
㈱
甲
府
支
店
北

六

側
・
東
進
車
両
）

告
示

第
三
号

」

を「

九
、
二
四
二

削
除

小
笠
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

九
、
二
四
三

町
　
道

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
七
〇

小
笠
原
平
一
〇
・
一
・
二

番
地
先

六

（
日
立
建
機
㈱
北
側
・
西
進
車
両
）

告
示

第
三
号

」

を「

九
、
二
四
三

削
除

小
笠
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

九
、
六
五
六

村
　
道

中
巨
摩
郡
八
田
村
徳
永
一
、
三
七
二

小
笠
原
平
一
一
・
二
・
一

番
地
先
（
ゴ
ル
フ
練
習
場
北
側
・
東

五

進
車
両
）

告
示

第
一
〇
号

」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
四



を「

九
、
六
五
六

削
除

小
笠
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

九
、
七
〇
二

県
　
道

中
巨
摩
郡
八
田
村
野
牛
島
一
、
四
一

小
笠
原
平
一
一
・
六
・
三

若
草
双

二
番
地
先
（
県
道
と
の
丁
字
路
交
差

告
示

葉
線（

点
・
西
進
車
両
）

第
二
五
号

新
道
）

」

を「

九
、
七
〇
二

削
除

小
笠
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
〇
、
〇
七
八

国
　
道

甲
府
市
国
玉
町
三
一
番
地
の
四
先

南
甲
府
平
成
一
二
年

四
一
一
（
塩
沢
あ
き
子
北
側
・
西
進
車
両
）

一
二
月
一
四
日

号

告
示
第
五
一
号

」

を「

一
〇
、
〇
七
八

削
除

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
〇
、
三
一
五

町
道

中
巨
摩
郡
若
草
町
鏡
中
条
二
、
〇
二

小
笠
原
平
成
一
三
年
一
二

五
番
地
先
（
新
山
梨
環
状
道
路
若
草

月
二
七
日

ラ
ン
プ
南
方
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
十

告
示
第
五
五
号

字
路
交
差
点
西
側
・
東
進
車
両
）

」

を「

一
〇
、
三
一
五

削
除

小
笠
原
平
成
一
四
年
五
月

三
〇
日

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

一
〇
、
三
九
六

町
道
富

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
一

上
野
原
平
成
一
四
年
四
月

士
見
ヶ

六
三
番
地
の
一
先
（
町
立
病
院
駐
車

四
日

池
線

場
北
西
角
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
八
号

」

を「

一
〇
、
三
九
六

町
道
富

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
、
一

上
野
原
平
成
一
四
年
四
月

士
見
ヶ

六
三
番
地
の
一
先
（
町
立
病
院
駐
車

四
日

池
線

場
北
西
角
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
八
号

一
〇
、
三
九
七

町
道
戸

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

田
道
下

一
番
地
三
先（
Ｐ
Ｕ
Ｂ
ビ
ギ
ン
西
側
）

三
〇
日

月
林
線

告
示
第
二
八
号

一
〇
、
三
九
八

町
道
下

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
七

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

之
久
保

五
番
地
五
先（
影
山
方
南
側
）

三
〇
日

西
小
学

告
示
第
二
八
号

校
線

一
〇
、
三
九
九

町
道
下

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
八

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月

之
久
保

二
番
地
一
先（
小
泉
駐
車
場
北
側
）

三
〇
日

西
小
学

告
示
第
二
八
号

校
線

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「

一
、
一
三
四

県
　
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町

一
、
二
〇
〇

車
両

終
日

南
甲
平
六
・
一

敷
島
田

飯
喰
字
村
西
一
、

府

・
一
三

富
線

二
四
六
番
地
の
一

告
示

先
（
釜
無
工
業
団

第
一
号

地
入
口
交
差
点
）

か
ら
中
巨
摩
郡
竜

王
町
玉
川
一
、
五

六
二
番
地
の
三
先

（
町
道
八
幡
新
田

玉
川
線
と
の
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「

一
、
一
三
四

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町

一
、
八
〇
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
四

島
田
富

飯
喰
字
村
西
一
、

府

年
五
月
三

線

二
四
六
番
地
の
一

〇
日

先
（
釜
無
工
業
団

告
示
第
二

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
平
成
十
四
年
五
月
三
十
日

六
六

地
入
口
交
差
点
）

八
号

か
ら
中
巨
摩
郡
竜

王
町
西
八
幡
三
、

六
六
八
番
地
先
（

竜
王
西
小
学
校
北

交
差
点
）
ま
で
の

両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「

一
五
八

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
五
〇
番
地
の
一

南
甲
府
平
成
一
四
年
四
月
四
日

三
一
三

先
（
イ
ッ
ツ
モ
ア
玉
穂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

告
示
第
一
八
号

号
線

セ
ン
タ
ー
南
東
角
交
差
点
西
側
）
か
ら

町
道
昭

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
七
一
五
番

和
玉
穂

地
先
（
築
地
新
居
交
差
点
南
側
）
ま
で

線

の
両
側
歩
道
（
二
、
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
）

町
道
一

〇
号
線

」

を「

一
五
八

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
五
〇
番
地
の
一

南
甲
府
平
成
一
四
年
四
月
四
日

三
一
三

先
（
イ
ッ
ツ
モ
ア
玉
穂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

告
示
第
一
八
号

号
線

セ
ン
タ
ー
南
東
角
交
差
点
西
側
）
か
ら

町
道
昭

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
七
一
五
番

和
玉
穂

地
先
（
築
地
新
居
交
差
点
南
側
）
ま
で

線

の
両
側
歩
道（
二
、
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
）

町
道
一

〇
号
線

一
五
九

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字
村
西
一
、
二

南
甲
府
平
成
一
四
年
五
月
三
〇

島
田
富

四
六
番
地
の
一
先
（
釜
無
川
工
業
団
地

日

線

入
口
交
差
点
）
か
ら
中
巨
摩
郡
竜
王
町

告
示
第
二
八
号

西
八
幡
三
、
六
六
八
番
地
先
（
竜
王
西

小
学
校
北
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道

（
一
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
三
中

「

一
四
二

県
道
甲
府

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
九
五
番
地
の
一

四
平
成
一
三
年
八
月
九
日

玉
穂
中
道

先
（
乙
黒
東
交
差
点
）

告
示
第
三
二
号

線

」

を

「

一
四
二

県
道
甲
府

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
九
五
番
地
の
一

四
平
成
一
三
年
八
月
九
日

玉
穂
中
道

先
（
乙
黒
東
交
差
点
）

告
示
第
三
二
号

線

一
四
三

県
道
敷
島

中
巨
摩
郡
竜
王
町
西
八
幡
三
、
八
九
一

四
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

田
富
線

番
地
三
先
（
玉
川
西
）
交
差
点

告
示
第
二
八
号

」

に
、

「

四
二

県
道
今
諏

中
巨
摩
郡
白
根
町
在
家
塚
五
二
〇
番
地

三
平
成
一
四
年
四
月
四
日

訪
北
村
線

先
（
白
根
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
）

告
示
第
一
八
号

」

を「

四
二

県
道
今
諏

中
巨
摩
郡
白
根
町
在
家
塚
五
二
〇
番
地

三
平
成
一
四
年
四
月
四
日

訪
北
村
線

先
（
白
根
イ
ン
タ
ー
入
口
交
差
点
）

告
示
第
一
八
号

四
三

県
道
若
草

中
巨
摩
郡
八
田
村
徳
永
一
、
四
〇
五
番

三
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

双
葉
線

地
先
（
徳
永
南
）
交
差
点

告
示
第
二
八
号

四
四

県
道
若
草

中
巨
摩
郡
若
草
町
鏡
中
条
二
、
〇
二
五

三
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

双
葉
線

番
地
先
（
若
草
ラ
ン
プ
南
）
交
差
点

告
示
第
二
八
号

四
五

県
道
若
草

中
巨
摩
郡
白
根
町
上
今
諏
訪
六
八
五
番

四
平
成
一
四
年
五
月
三
〇
日

双
葉
線

地
先
（
上
今
諏
訪
東
）
交
差
点

告
示
第
二
八
号

」

に
改
め
る
。


